






様式第二号の十四 (第人条の十七の二関係)

(第 1面)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 11項の規定に基づき、令和 6年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日7年 す 月 鬼十日

卓超

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所

氏 名

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号  0957722017

長崎県南島原市深江町丁2405

医療法人栄和会

泉川病院 院長 泉川

医療法人栄和会 泉)|1病院事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県南島原市深江町丁2405

事 業 の 種 類 83 医療業

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和6年4月 1日 ～令和7年3月 31日

45.00t

45.00t

45,00t

t

tt

t t

t

項 目

全 処 理 委 託 量

目標値

45.00t

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値

排   出   量

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行    う
特別管理産業廃棄物の量

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熟回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

電子情報処理組織の使用に関する事項

前々年度

前 年 度

ｔ

　

ｔ

０

　
０

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組)

※今後導入を検討

特別管理産業廃棄物排出量

(ポ リ塩化ビフエニル廃棄物を除く。)

ク6-7



(産業廃柔物の種類 :感染性廃棄物 )

※運搬

韓ゆイのうち再生剃開
察者への処理装五五

炒

ξユのうち鐵自寂認定
象書への処理委託患

炒

鶴回収を働 宗守
への処壕養籠豊

線のうち憩個収総定
察省以外め

52.10蝦

はのうち優良露定
盈理魚をへα)
処題禁籠量

ё2.10
紗

由らa棲盛寝した後
驀注判用した量

自ら中間処理した機
自ら埋立掲分又は
壽津投入娼分した二

臨機及び自ら
中開処理した検ω
基理姜害七量

5乞 1

自ら中間亀理した

後の残き登

自ら中間蛭理によ
り減二したと

鰺

自ら直接埋立処方又は
壽津投入処分した量

③

自ら中間担理
した量

4のうち魏回牧
を行つた量

自ら盛接
再生利用したと

排出量

52.100

有償物量

突績位

52.10

0

0

0

0

5生 10

52.10

0

0

52.10

項 目

0排出量

0+③
自ら再生利用を行つた量

じ自ら熱回収を行つた二

似自ら中間処理により滅量し
た量

9+③自ら埋立処分又は
海津績入処分を行つた量

0全処理委託量

0優良躍定処理泉着への
処理螢託量

亀字再生利用集者への処理
委託量

⑭熱回収麓定集者への処理
委託量

的熱回収露定素着以外の
魏回収を行う来者への処理
事:託畳

※処分

（
第

２
面

）

（
Ⅲ
排
酎
器
淋
談
　
＞
型
心
琳
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。
2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
3 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄
物処理計画に記載した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)
から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量
(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量
(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量
(■)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼去「処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実
績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第 2面
の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理
産業廃棄物のり信出量 (ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあつては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第 8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面)

提出者 株式会社 エフエフティ
住 所 長崎県大村市雄ヶ原町1313-71
氏 名 代表取締役社長 渡邊 省吾
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号0957-50-1512 FAX 0957-53-2062

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 H項の規定に基づき、令和 5年度の特別管理
産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 7年 ど月
=日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

株式会社 エフエフティ事 業 場 の 名 称

長崎県大村市雄ヶ原町1313-71(ハイテクパーク内)事 業 場 の 所 在 地

29:半導体素子製造業事 業 の 種 類

令和6年4月 1日から 令和7年 3月 31日特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間

目標値

85,Ot 73.9t

OtOt

Ot Ot

H.lt Ot

Ot Ot

項 目

排   出   量 全 処 理 委 託 量

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う
特別管理産業廃棄物の量

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理欄 /1輩
(日本産業規格 ―嘲



計画の実施状況 (特別管理産業廃棄物の種類 :  強 酸 )

実績値

59.81 t

Ot

Ot

6.90 t

Ot

52.91 t

Ot

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

②+①自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減
量した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処

理委託量

Ot
⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

Ot
⑬

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭   Ot

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後

再生利用した量

Ot③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot③

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

52.91 t

⑩

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

Ot
①

さの

自ら中間処理した

Ot⑥

自ら中間処理によ

6.90 t
⑦

自ら中間処理

した

6.90 t

④のうち熱回収

Ot

した生

自ら直接

Ot
②

自ら直接埋立処分した量

Ot③

有 償 物 量

排  出  量

59.81 t①

不要物等発生量

（韻

Ю
到
）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の 6月 30日 までに提出すること。
2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
3 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄
物処理計画に記載した目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)
から(1り に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量
は)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

偲)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

但)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(働 ⑤欄 他)の量のうち、熱回収を行った量
皓)⑥欄 自ら中間処理をした後の量
憚)⑦欄 但)の量から皓)の量を差し引いた量
偲)③欄 0の 量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量
0)③欄 俯)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量
(1研 ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量
(H)①欄 (l① の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量

(1跡 ⑫欄 (l① の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(1)⑬欄 (といの量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(10⑭欄 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実
績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第 2面
の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理
産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあっては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第 8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



 

 

様式第二号の十四(第八条の十七の三関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

  令和７年６月４日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所  福岡県糟屋郡粕屋町長者原西4-11-8 

氏 名        社会医療法人 青洲会 

   理事長 中村 幹夫 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号    ０９２－９３８－０３４５ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の２第 11項の規定に基づき、令和６年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  青洲会病院 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県平戸市田平町山内免６１２－４ 

事 業 の 種 類 大分類：医療・福祉 中分類：医療業 

特別管理産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間    令和６年４月１日から令和７年３月３１日 

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 ４０ｔ 全 処 理 委 託 量 ４０ｔ 

自ら再生利用を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
０ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
４０ｔ 

自ら熱回収を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
０ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０ｔ 

自ら中間処理により減量する 

特別管理産業廃棄物の量 
０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
０ｔ 

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

０ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

０ｔ 

電子情報処理組織の使用に関する事項 

 
特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 排 出 量 

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。） 

前 々 年 度 

前 年 度 

60.0ｔ 

56.8ｔ    

 

 （電子情報処理組織の使用に関して実施した取組） 

   

   

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 



 

 

（特別管理産業廃棄物の種類 ： ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

14

14
⑪ 優良認定処理業者への処理
委託量

11

⑫ 再生利用業者への処理
委託量

12
⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量
13

11
⑭ 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者

への処理委託量

③＋⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

12

⑩ 全処理委託量 10

⑦ 自ら中間処理により減
量した量

7

10

9 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量
②＋⑧ 自ら再生利用を
 行った量

10
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理に
より減量した量 直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

13

⑤ 自ら熱回収を行った量 5

6

5 7

1 3

項目 実績値

① 排出量 1 4

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

12
自ら中間処理

した量
　自ら中間処理した
　後の残さ量

計画の実施状況

自ら直接
再生利用した量

　自ら中間処理した後

　再生利用した量
有 償 物 量

2 8

不要物等発生量

排　出　量 自ら直接埋立処分した量

⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

 

 
 

56.8ｔ 

ｔ 

 

 

 

 

 

56.8ｔ 

 
 

56.8ｔ 

 

56.8ｔ 

 

 

 

56.8ｔ 

ｔ 

 

56.8ｔ 

 

 

 

 

感染性廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：ｔ） 

(第
２
面

) 



 

 

  (第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)

から(14)に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

（以下「令」という。）第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 

15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。 

 ６ 特別管理産業廃棄物の種類が２以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第２面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。 

 ７ 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げる

ものをいう。）を除く。）並びに電子情報処理組織使用義務者にあっては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第８条の31の４に該当したときは、その旨及び理由を含む。）

について記入すること。 

８ ※欄は記入しないこと。 

 



 

 

様式第二号の十四(第八条の十七の三関係) 

(第１面) 

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

  令和７年 ７月 ３１日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県諫早市津久葉町1883-43 

氏 名 ｿﾆｰｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ㈱       

    長崎ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ 

  長崎TEC長 石川 良光 

電話番号 0957-22-7111   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の２第 11 項の規定に基づき、令和６年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 
 ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱  

長崎テクノロジーセンター 

事 業 場 の 所 在 地   長崎県諫早市津久葉町1883-43 

事 業 の 種 類   製造業 

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
  2024年4月1日～2025年3月31日 

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 別紙１参照 全 処 理 委 託 量 別紙１参照 

自ら再生利用を行う 

特別管理産業廃棄物の量 
別紙１参照 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙１参照 

自 ら熱回収 を行 う 

特別管理産業廃棄物の量 
別紙１参照 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙１参照 

自ら中間処理により減量する 

特別管理産業廃棄物の量 
別紙１参照 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙１参照 

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う 

特別管理産業廃棄物の量 

別紙１参照 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙１参照 

電子情報処理組織の使用に関する事項 

 

特別管理産業廃棄物排出量 

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。） 

前々年度      9,950.0ｔ 

前 年 度      14,120.5ｔ 

（電子情報処理組織の使用に関して実施した取組） 

・電子マニフェスト加入済み。 

※事務処理欄   



別紙１

特別管理産業廃棄物処理計画におけるFY24目標値 単位：トン

排出量
自ら再生利用を
行う特別管理産
業廃棄物の量

自ら熱回収を行
う特別管理産業
廃棄物の量

自ら中間処理に
より減量する特
別管理産業廃
棄物の量

自ら埋立処分を
行う特別管理産
業廃棄物の量

全処理
委託量

優良認定処理
業者への処理

委託量

再生利用業者
への処理委託

量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業者
以外の熱回収を
行う業者への処

理委託量

燃えやすい廃油 3,937.5 0 0 0 0 3,937.5 3,612.6 3,225.6 0 712.0

pH2.0以下の廃酸 7,197.5 0 0 0 0 7,197.5 1,048.4 7,198 0 0.0

pH12.5以上の廃アルカリ 193.8 0 0 0 0 193.8 190.1 3.7 0 193.8

感染性廃棄物 0.00 0 0 0 0 0.00 0.00 0 0 0

合計 11,328.8 0 0 0 0 11,328.8 4,851.1 10,426.8 0 905.8



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

484.3 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

484.3
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

484.3 484.3

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

484.3

pH12.5以上の廃アルカリ特別管理産業廃棄物の種類：

0

排出量
自ら直接埋立
処分した量

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

484.3
自ら中間処理した

後の残さ量

484.3 0

0
（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 484.3 0 0



（ pH2.0以下の廃酸 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 9,077.6 0 0

9,077.6 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

9,077.6
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立
処分した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

9,077.6 9,077.6

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

3,138.5

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

特別管理産業廃棄物の種類：

0.0

⑫再生利用業者への処理
委託量

9,077.6 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

3,138.5
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 燃えやすい廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

4,246.4 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

4,558.6
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

312.2

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

4,558.6 312.2

特別管理産業廃棄物の種類：

0

排出量
自ら直接埋立
処分した量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量
③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 4,558.6 4,558.6

4,558.6 0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0

自ら中間処理によ
り減量した量

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

①排出量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

4,246.4
自ら中間処理した

後の残さ量

0

4,558.6 0

0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量



（ 感染性廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①排出量 0.003 0 0

0.003 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立
処分した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

0 0.003

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

特別管理産業廃棄物の種類：

0.003

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0.003
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0.003



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)

から(14)に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

（以下「令」という。）第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 

15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。 

 ６ 特別管理産業廃棄物の種類が２以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第２面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。 

 ７ 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げる

ものをいう。）を除く。）並びに電子情報処理組織使用義務者にあっては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第８条の31の４に該当したときは、その旨及び理由を含む。）

について記入すること。 

８ ※欄は記入しないこと。 

 



様式第二号の十四 (第人条の十七の三関係)

(第 1面 )

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 7年 6月 12日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県諫早市永昌東町 24番 1号
氏 名 独立行政法人地域医療機能推進機構

諫早総合病院 院長 長郷 国彦
電話番号 0957-221380

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 11項の規定に基づき、令和 6年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 独立行政法人地域医療機能推進機構 諫早総合病院

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市永昌東町24番 1号

事 業 の 種 類 83 医療業

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令不日6年 4月 1日  から 令ド不日7年 3月 31日

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排    出   量 113.Ot 全 処 理 委 託 量 113.Ot

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
113,Ot

自 ら熱 回 収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
t
再生利用業者への

処 理 委 託 量
t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

自 ら 埋 立 処 分

を   行    う
特別管理産業廃棄物の量

t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量
t

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理欄

(日本産業規格
か
列4番lれ |
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〓
「
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．
．こβ
士



施状況の (特別管理産業廃棄物の種類 :感染性廃棄物 )

①のうち熱回収認定
業者以外の
黒回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

119.126廻

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

◎
~‐

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接埋立
処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

排出量

119.126①

有償物量

不要物等発

実績値

119.126

0

0

0

119.12G

項 目

①排出量

②+◎
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前
の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

(以下「令」という。)第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者
への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律第

15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行
つている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第 2面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成
し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフエニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イから
ハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあつては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センター
ヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第 8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の十四(第八条の十七の三関係)

(第１面)

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

  R7年  月  日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者                  

住 所    長崎医療センター     

氏 名    髙山 隼人        

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号                

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第11項の規定に基づき、令和６年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 独立行政法人国立病院機構長崎医療センター

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市久原2丁目1001-1

事 業 の 種 類    83医療業

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
   令和6年4月1日～令和7年3月31日

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 342,514.55ｔ 全 処 理 委 託 量 342,514.55ｔ

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄物の量
ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄物の量
ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
ｔ

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ

自 ら 埋 立 処 分

を 行 う

特別管理産業廃棄物の量

ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ

電子情報処理組織の使用に関する事項

特別管理産業廃棄物排出量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）

前々年度         346,630ｔ

前 年 度       342,514.55ｔ

（電子情報処理組織の使用に関して実施した取組）

※事務処理欄

(日本産業規格 Ａ列４番)



(第２面)

  

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
種
類
:
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

自
ら
直
接

再
生
利
用
し
た
量

②

排
　
　
出
　
　
量

自
ら
直
接
埋
立
処
分
し
た
量

①
③

⑩
の
う
ち
再
生
利
用

業
者
へ
の
処
理
委
託
量

⑫

実
績
値

自
ら
中
間
処
理

し
た
量

自
ら
中
間
処
理
し
た

後
の
残
さ
量

④
⑥

⑨

⑩
の
う
ち
熱
回
収
認
定

業
者
へ
の
処
理
委
託
量

④
の
う
ち
熱
回
収

を
行
っ
た
量

自
ら
中
間
処
理
に
よ

り
減
量
し
た
量

⑬

⑤
⑦

⑭⑩
の
う
ち
熱
回
収
認
定

業
者
以
外
の

熱
回
収
を
行
う
業
者

へ
の
処
理
委
託
量

自
ら
中
間
処
理
し
た
後

自
ら
埋
立
処
分
又
は

海
洋
投
入
処
分
し
た
量

⑪

直
接
及
び
自
ら

中
間
処
理
し
た
後
の

処
理
委
託
量

⑩
の
う
ち
優
良
認
定

処
理
業
者
へ
の

処
理
委
託
量

⑫
再
生
利
用
業
者
へ
の
処
理

委
託
量

⑬
熱
回
収
認
定
業
者
へ
の
処

理
委
託
量

⑭
熱
回
収
認
定
業
者
以
外
の

熱
回
収
を
行
う
業
者
へ
の
処

理
委
託
量

項
目

①
排
出
量

②
＋
⑧
自
ら
再
生
利
用
を

行
っ
た
量

⑤
自
ら
熱
回
収
を
行
っ
た
量

⑦
自
ら
中
間
処
理
に
よ
り
減

量
し
た
量

③
＋
⑨
自
ら
埋
立
処
分
又
は

海
洋
投
入
処
分
を
行
っ
た
量

計
画
の
実
施
状
況 有
　
償
　
物
　
量

⑩
全
処
理
委
託
量

自
ら
中
間
処
理
し
た
後

再
生
利
用
し
た
量

⑧
不
要
物
等
発
生
量

⑩

⑪
優
良
認
定
処
理
業
者
へ
の

処
理
委
託
量



(第３面)

備考

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３ 「特別管理産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。

４ 第２面には、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1) ①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

（以下「令」という。）第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実

績値を記入すること。

６ 特別管理産業廃棄物の種類が２以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第２面

の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

７ 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前々年度及び前年度における特別管理

産業廃棄物の排出量（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げる

ものをいう。）を除く。）並びに電子情報処理組織使用義務者にあっては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第８条の31の４に該当したときは、その旨及び理由を含む。）

について記入すること。

８ ※欄は記入しないこと。



（ 特別管理産業廃棄物）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑩全処理委託量 342,514.55

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

項目 実績値

①排出量 342,514.55

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

342,514.55

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

342,514.55

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の2第 H項の規定に基づき、令和 6年度の特別管理
産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 7年 5月 28日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号  0957-26-6001

長崎県諫早市津久葉町 5番地47
ミカロームエ業株式会社

代表取締役社長 芳賀 貞憲

所

名

者出

住

氏

提

ミカロームエ業株式会社 諫早工場事 業 場 の 名 称

長崎県諫早市栄田町 25番 50号事 業 場 の 所 在 地

金属製品製造業  〔24〕事 業 の 種 類

令和 6年 4月 1日  ～ 令和 7年 3月 31日 (1年間 )

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間

t

項 目

排   出   量

別紙参照  t 別紙参照  t

別紙参照  t 別紙参照  t

別紙参照  t 別紙参照  t

別紙参照  t 別紙参照  t

全 処 理 委 託 量

目標値

別紙参照

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値

別紙参照  t

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う
特別管理産業廃棄物の量

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組)

」WNETに 加入済みであり、電子マニフェストを利用できる状態にしている。
処理委託先として電子マニフェストに対応した処理業者を選定し、契約を締結している

電子情報処理組織の使用に関する事項

特別管理産業廃棄物排出量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

前々年度   43,01t
日げ年 度    37, 03t

※事務処理欄

⑧
(日



<特 別管理産業廃棄物処理計画における目標値 (第 1面の別紙 )>
廃酸(有害 ) 強酸(有害 ) 汚泥(有害 ) 汚泥

項 目
目標 実施状況 目標 実施状況 目標 実施状況 目標 実施状況

排出量 30.00 23.77 36.00 7.71 20.00 5.55 0.50 0.00

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

0.00 0.00 0,00 0.00 0.00 0.00 000 000

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

000 0,00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 000 0.00 0.00

全処理委託量 30.00 23.77 36.00 7.71 20.00 5.55 0.50 0.00

優良認定処理業者への

処理委託量
0.00 0.00 36.00 7.71 20.00 5.55 0.50 0.00

再生利用業者への
処理委託量

30.00 23.77 000 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

認定熱回収業者への
処理委託量

0.00 0.00 000 0.00 0.00 0.00 0.00 000

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0.00 0,00 000 0,00 0.00 0.00 0.00 000

ton



(特別管理産業廃棄物の種類:廃酸(有害) )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

23.77
①

不要物等発

実績値

2377

0

0

0

41事打11

項 目

○排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (特別管理産業廃棄物の種類:強酸(有害) )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

771

排出量

不要物等発生

実績値

771

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (特別管理産業廃棄物の種類 :汚泥(有害) )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

①

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立

処分した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

555①

不要物等発

実績値

555

0

0

0

|lilヽIⅢllⅢ

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面)

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 7年 5月 12日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県諫早市津久葉町 5番地47
氏 名 ミカロームエ業株式会社
代表取締役社長 芳賀 貞憲

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0957-26-6001

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 11項の規定に基づき、令和 6年度の特別管理

産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 ミカロームエ業株式会社 長崎工場

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市津久葉町 5番地47

事 業 の 種 類 金属製品製造業  〔24〕

特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和 6年 4月 1日 令和 7年 3月 31日  (1年 間 )

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   出   量 別紙参照  t 全 処 理 委 託 量 別紙参照 t

自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量
別紙参照  t 優良認定処

理業者への

処 理 委 託 量 別紙参照  t

自 ら熱 回収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
別紙参照  t 再

生利用業者への

処 理 委 託 量
別紙参照  t

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
別紙参照  t 認定熱回

収業者への

処 理 委 託 量 別紙参照  t

自 ら 埋 立 処 分

を   行   う
特別管理産業廃棄物の量

別紙参照  t
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量
別紙参照  t

電子情報処理組織の使用に関する事項

※事務処理欄

(日本産業規格 A列 4番 )



<特 別管理産業廃棄物処理計画における目標値 (第 1面の別紙 )>

5.07

000

000

000

000

5.07

5.07

000

000

000

0.60

000

000

000

000

0.60

0.60

000

000

000

強アルカリ

実施状況

000

000

000

000

000

0.00

000

000

000

000

目標

16.00

000

000

000

000

16.00

16.00

000

000

000

廃アルカリ

実施状況

396

000

000

000

000

396

1 600

|
396

000

000

000

目標

1600

000

000

000

000

1600

000

000

000

4892

000

000

000

000 000

1 3351 4892

4892

000 000

000

000

13351

000

000

000

13351

000

000

18.28

000

000

000

000

18.28

18.28

000

000

000

0.00

000

000

000

000

000

0,00

000

000

000

0.02

000

000 000

000

000 000

002

1 20 0.02

000

000 000

000

1.20

000

000

1.20

000

000

汚泥(有害 )

実施状況

2.72

000

000

000

000

5.5 1 2.72

2.72

000

000

000 000

目標

5.51

000

000

000

000

5.51

000

000

強アルカリ(有害 )

実施状況

0.00

000 000

000 |
|

000

000

000

000 000

0.00 0.00

000

000

000 000

目標

0_00

000

000

000

000

廃アルカリ(有害 )

実施状況

22.44

000 000

000

000
|

|
000

000

2455 2244

22.44

000

000

000

目標

24.55

000

000

24.55

000

000

000

11.06

000

000

000

000 000

11.06

11.06

000

000

000

539

000

000

000

5.39

539

000

000

000

19.07

000

000

000

000

19.07

000

1 6.60 000

000

000

|1謡

16.60

000

000

000

000

16.60

000

000

000

項 目

排出量

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
特別管理産業廃棄物の量

自ら埋立処分を行う
特別管理産業廃棄物の量

全処理委託量

優良口忍定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量



祀の (特別管理産業廃棄物の種類:廃酸(有害) )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0③

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

0②

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

19.07①

有償物量

排出量

不要物等発生

実績値

1907

0

0

1欝荘1柳

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



太況の (特別管理産業廃棄物の種類:強酸(有害) )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

0

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

11.06①

不要物等発生量

実績値

1106

0

0

0

1411凛紳

項 目

①巧F出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



二状況 (特別管理産業廃棄物の種類 :廃アルカリ(有害)  )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理によ

り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0②

自ら直接埋立
処分した量

0

自ら中間処理
した量

自ら直接
再生利用した量

排出量

22.44①

有償物量

不要物等発生

実績値

2244

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



記の (特別管理産業廃棄物の種類:汚泥(有害) )

0

0

0

11帯:枠

実績値

272

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

0

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立
処分した量

有償物量

排出量

2.72①

不要物等発生量

（
第

２
面

）



記の (特別管理産業廃棄物の種類:廃油(有害) )

実績値

002

0

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立

処分した量

有償物量

0.02

排出量

不要物等

（
第

２
面

）



兄の (特別管理産業廃棄物の種類:廃酸 )

実績値

1828

0

0

il,11:程静

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0②

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

18.28①

有償物量

排出量

不要物等発生

（
第

２
面

）



計回の要 (特別管理産業廃棄物の種類:強酸 )

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立

処分した量

有償物量

48.92

排出量

不要物等発生

I:Ⅷ 肇

実績値

4892

0

0

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

項 目

十七 11

（
第

２
面

）



尼の (特別管理産業廃棄物の種類:廃アルカリ )

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

3.96①

有償物量

排出量

不要物等発生

再締輝魏静

実績値

3.96

0

0

0

④熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



己の (特別管理産業廃棄物の種類 :弓 1火性廃油 )

実績値

507

0

0

0

■)1督抑

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立

処分した量

自ら中間処理
した量

有償物量

5.07

排出量

不要物等発生

（
第

２
面

）



様式第二号の十四 (第八条の十七の三関係)

(第 1面 )

提出者

住 所 長崎県大村市雄ケ原町1324番地2
氏 名 SUMCO TECHXIV株 式会社

代表取締役  宮地 政治
目艶言舌番1許   0957-52-0067

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条の 2第 H項の規定に基づき、令和 6年度の特別

管理産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

特別管理産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 7年 6月 10日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

SUMCO TECHXlV株式会社  長崎事業所事 業 場 の 名 称

長崎県大村市雄ケ原町1324番地2事 業 場 の 所 在 地

24 金属製品製造業
(半導体用シリコンウェーハの製造)

事 業 の 種 類

令和 6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日特別管理産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間

項 目 目標値目標値項 目

全 処 理 委 託 量 345.9t329. I t排   出   量

270.St0,Ot
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
自ら再生利用を行 う

特別管理産業廃棄物の量

再生利用業者への

処 理 委 託 量
345. 8t自 ら熱 回 収 を行 う

特別管理産業廃棄物の量
0.Ot

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot0自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量
0.Ot

0.Ot0.Ot
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

自 ら 埋 立 処 分

を    行    う
特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物処理計画における目標値

前々年度

前 年 度

327.5t

350.8t
特別管理産業廃棄物排出量

(ポ リ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

電子情報処理組織の使用に関する事項

(電子情報処理組織の使用に関して実施した取組)

※事務処理欄

-7 626



(特別管理産業廃棄物の種類 :特別管理廃棄物全体  )

実績値

345.9

0 0

0.0

0.0

0.0

345,9

270.8

345.8

0.0

0.0

項 日

①排出量

②+③
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った最

⑦自ら中間処理により減量
した量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
地え理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

345.8

⑩のうち再生利用
業者への処理義́ヽ託撤

①のうち熱回収認定
業者へのft凡理委託最

0.0
⑬

⑪のうち熟回収認定
業者以外の
熟回収を行う業音
への処理委託照

0,0
⑭

0.0

自ら直接処理した後
再生利用した盈

自ら中問処理した後
白ら埋立処分又は
海洋投入処分した最

0.0

直接及び白ら
中間処理した後の

処理萎託照

345.9
⑩

③のうち優良認定
処理業者への
処理奏託量

① ０
０

Ａ
Ｕ
７
１

0.0

自ら中問処理した
後の強さ段

0.0
⑦

自ら中間処理によ
り減量した量

0.0
②

白ら直接
再生利用した量

0.0

自ら直接埋立
処分した最

0,0
④

自ら中間処理
した猛

0.0

④のうち染回1更
を行った量

有儀物量

排出量

345,9

不要物等発生

（
第

２
面
）



の (特別管理産業廃棄物の種類 :汚泥  )

実績値

90.0

00

0,0

0,0

0.0

90.0

90.0

89.9

0.0

0.0

項 日

③排出量

②十③
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量
した盈

③キ⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った最

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熟回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

q~Dlの うち再生利用
業者への処理委託量

89.9
⑭

⑪のうち熱回収認定
業者への処理萎託猟

0.0
ё

⑪、′〃うち熱回収認定
業者以外の
熟回収を行う業者
への処理委託量

0.0
④

白ら直接処理した後
再生利用した量

0.0
③

白ら中間処理 した後
自らサ祀立処分又は
海洋投入処分した長

0.0

直接及び白ら
中間処理 した後ザ)
処理萎託量

90.0

⑩ l'ジ うち優良認定
処理業者への
処理委託量

90,0

0,0

白ら中間処理した
後の残さ量

0.0

にk
量

自ら中間処理
りl減量した

自ら直接
ド子生不可用した量

0,0

0.0

白ら直接理立
処分した逮

自ら中間処理
した通

0

④のうち熟「Hl収

を行った最

00

有僕物量

排出量

90.0

不要物等発生

（
第

ｄ
面
）



児の (特別管理産業廃棄物の種類 : 廃油 )

実績値

2 4

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0

2 4

0,0

0,0

項 日

①排出量

②十①
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

O自 ら中間処理により減最
した遣

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪握良認定処理業者への
処理委託通

⑫再生利用業者への処理
萎託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生和I用
業者への処理委託景

2.4
⑫

0.0

⑩のうち熟回収認定
業をへの処理委託最

⑩のうち熟回収認定
業者以外の
熟回収を行う業者
への処理委託量

00④

00

白ら直接処理した後
再生利用した撤

白ら中間処理した後
白ら埋立処分又tよ

海洋1■入処分した量

0.0

直接及び白ら
中間処理した後の

処理装託颯

2.4

⑪のうち優良認定
処理業者への
処理萎託景

0.0
①

⑥
0.0

自ら中間処理した
後の残さ鼠

0.0

に点

量

白ら中間処理
り減盈した

0,0

自ら直接
再生利用した量

0.0

自ら直接理立
処分した量

0.0

自ら中間処理
した最

0.0

④のうち熟回収
を行った最

有償物量

排出量

42
①

不要物等発生

（
第

４
面
）



(特別管理産業廃棄物の種類 : 廃駿  )

実績値

253.4

0,0

0 0

0.0

0.0

253.4

180.7

253.4

0.0

0.0

項 日

①排出最

②+③
自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

③全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回1叉認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

253.4

0.0

⑩のうち熟回収認定
業者への処理萎託量

⑩のうち熱回収認定
果を以外の

熟回収を行う業を
への処理ン差ヽ託最

0.0

0.0

白ら直接処理した後
再生利用した胤

:ゴ ち中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した景

0.0
③

直接及び自ら
中コ自守処理した後の

処理委託量

253.4

⑪のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

180.7
①

0.0

自ら中問処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0.0
⑦

00

自ら直接
再生利用した量

0.0

自ら直接埋立
処分した量

自ら中間処理
した量

0.0
④

①のうち熟回収
を行った量

0.0
⑤

有続物量

排出量

253.4
①

不要物等発生

（
第

５
面
）



(特別管理産業廃棄物の種類 : 医療廃棄物 )

実績値

O.03

0.0

00

0.0

0.0

0,03

0.03

0 0

0.0

0.0

項 日

③排出量

②+③
自ら再生利用を行った最

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量
した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処ユ甲_
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑭のうち再生利用
業者への処理委託盈

0.0
鬱

⑩のうち熟回収認定
業打への処理委託量

00⑬

⑩のうち熟回収認定
業者以タトの
熟回1又を行う業者
への処理菱託rt

0.0
●

白ら直接処理した後
再生利用した逮

0.0
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.0

直接及び白ら
中間処理した後の
処理奏託最

0.03

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託風

0.03

0.0

自ら中間処理した
後の残さ最

0.0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した魁

0.0

由ら直接埋立
処分した量

0.0
③

白ら中問処理
した量

0.0

0.0

①のうら熟回収
を行った量

有償物量

排と協量

0,03
①

不要物等発生

（
第

６
面
）



(第 7面 )
考

１

２

８

備

4

聟年度の 6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「特別管理産業廃棄物処理計画における日標値」の棚には、項日ごとに、特別管理産業廃棄

物処理計画に記載した目標値を記入すること。

第 2 miには、前年度の特別管理産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の棚のそれぞれに、 (1)

から(14)に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた特別管理産業廃棄物の量
(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)にノう量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分した量

傲)④柵 (1)の量のうち、自ら中間処理をした特別管理産業廃棄物の当該中間処理前の量
(5)⑤棚 僻)の量のうち、熱回収を行った量
6)⑥欄 自ら中F幻処理をした後の量
憚)⑦欄 佃)のどこから

“

)の逮を差し引いた星.

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した11と

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら姻!立処分又は海洋投入処分した量

(l① ⑩棚 中問処理及び最終処分を委託した量
(H)①棚 (1働 の駐のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処I里及び清掃に関する法律施行令
(以 ド「令」という。)第 6条のH第 2号に該当する者)へば)処理委託量

(12)⑫棚 (10)の量のうち、処理美者への再生利用委託最

(1勧 ①棚 (lω の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量
(14)⑭棚 (1い の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、特別管理産業廃棄物処理計画に記載したそれぞ41の実
績値を記入すること。

6 特別管理産業廃棄物の種猿が2以上あるときは、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、第 2面
の例により特別管理産業廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を

添付すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の納には、前々年度及び前年度における特別管理
産業廃棄物の排出量 (ポ リ塩化ビフェニル廃棄物 (令第 2条の4第 5号イからハまでに掲げる

ものをいう。)を除く。)並びに電子情報処理組織使用義務者にあっては前年度に実施した電子

情報処理組織の使用に関する取組 (情報処理センターヘの登録が困難な場合として廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行規則第 8条の31の 4に該当したときは、その旨及び理由を含む。)

について記入すること。

8 ※欄は記入しないこと。



特別管理産業廃棄物処理計画実施状況 (令和6年 )

認定熟lfil取染者
への処I里 秀乱 :た

00

0.0

0.0

00_

00.

00_

0.0

0,0

0.0

00.

ド「4:利 ,Π 業者ヘ
、′l処
'li委

籠 hl

89,9

00

S9,9

2.4

253.4

253.4

2.4

0.0

0.0

345.8

犠典モコ定処JX来 狩
への処テIP査託址

90,0

00

90_0

0.0

0_0

180.7

0.00

180.7

0.03

・
  270.8

全処理委託景

90.0

0.0

90_0

24

24

253.4

0.00

253.4

0_03

345.9

白ら理立処分又は
海洋投入処分を行
う産業廃爽物量

0,0

0.0

0.0

00

0.0

00.

0_0

0,0

0.0

0.0

白ち中間処理
により滅量し
た産裟廃荘人物
量

0,0

0_0

0_0

0_0

0.0

00

0.0

00,

0.0

白ら熟回収を行っ
た産業廃棄物量

0,0

0.0

0,0

00

0_0

0.0

0_0

0_0

00.

白らI呼生利用を行っ
た産業廃棄物縄

00.

00.

00.

0,0

0.0

0_0

0.0

0_0

0.0

0.0

産業廃棄物
排!,I雛

90 0

00.

90.0

2.4

2.4

253.4

0.0

253.4

0.03

345,9

産業廃棄物
発生量の円標
(言「1占 i)

105,0

1,0

106.0

3.0

220,0

0.0

220_0

0.1

329.1

3.0

汚泥

卿占付油廃液  他

ライト廃液

ヒ系含布

その他

小Fl

低引火点

小計

六価夕gム含布

その他

小計

廃葉物名

汚泥

廃油

廃離

感染性廃莱物 (医療)

認,と熟Ⅲl収巣狩以外
の熱
「
I収を了テう長青
へげ,建 4!五 軋ヽ‖

θ_(

0.t

0〔

0〔

0_C

0.G

0.0

0_9

00

00

SUMCO TECHXⅣ株式会社
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